
新しい事例写真を掲載させて頂きます！
【なぜ近年の屋根材は安易に塗装してはいけないのか？】

日頃ポスティング業務を行なっている際に、この屋根材に塗装工事を行なってしまったお宅を良く目にします。どのような御提案を受けられたのか？疑問です。

施工済の方の中には「知り合いの業者でそうされてしまい、付き合いがあって言いにくいし、信頼してたのにとてもショック！」との声もございました。

[事例Ａ] 近年一番問題になっている屋根材です 

屋根材（スレート）本体が、ミルフィーユの様に層になって剥がれ崩れていく症状です。 

[事例B] 割れやかけ落ちが多い屋根材です 

屋根材（スレート）本体が、割れてかけ落ちしていく症状です。 

かけ落ちた屋根材はお庭に落下！大きな事故には至りませんでした 

時間と共に症状が悪化 

更に進行すると 

かけ落ち前のヒビ割れ発生 

Q１．このように仕上が
ると思いますか？ 
 
Q２．長持ちすると思い
ますか？ 

残念ですが！ 
 
答えは、ＮＯです！ 

事例AとＢの屋根材に塗料を塗る事を想像してみて下さい！ 塗料メーカーも、塗膜の密着は、屋根材自体が安定して

いる事が大前提としています。 

では、どうしたら良いのか？ 
対策方法につきましては、個別に御提案させて頂きます

ので、お気軽にお問い合わせ下さい。 

ご自宅の屋根がどんな状況かご存知ですか？まず必要な事！裏面をご覧ください。 

初期症状です 

遠目に見ると 

高圧洗浄でかけ落ち発生 

落下した実際の屋根の破片 


